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2025年度 教育開発・学習支援センター活動報告 
 

                             教育開発支援機構 

教育開発・学習支援センター長 

 

 

１ 事業執行体制 
教育開発支援機構長  ：山本兼由（生命科学部教授） 
センター長      ：酒井理（キャリアデザイン学部教授） 

教育サポートユニット 

リーダー  ：秋野喜彦（情報科学部教授） 

サブリーダー：末武康弘（現代福祉学部教授）・小堀真知子（グローバル教養学部准教授） 

学習サポートユニット 

リーダー  ：荒井弘和（文学部教授） 

サブリーダー：高橋五月（人間環境学部教授）・佐野竜平（現代福祉学部教授） 

データ活用推進ユニット 

リーダー  ：平野利幸（理工学部教授） 

サブリーダー：長谷川翔平（経営学部准教授）・橋爪絢子（社会学部准教授） 

事務局        ：学務部学務課 

 

 

２ センター活動報告 
 

（１）各教育センターとの連携：共通教育運営委員会における各教育センターとの情報共有 

2025 年度に開催された 10 回の教育開発支援機構企画委員会に出席し、LFC の活動に関して他セ

ンターと情報共有した。特に、LMS に関する調査実施は、あらかじめ予定していた事業であるがタ

イミングよく ILAC の要望にも応えることができた。LFC では学生向けの生成 AI 導入の検討を開始

していたが職員向けの生成 AIの導入の動きを共有することができた。 

 

（２）センター活動の学内 PRと認知度向上：HPの充実／SNSの活用促進／年度末の広報活動分析     

センターの活動を広く周知するため Web掲示板、HP等により複数のメディアを利用して発信する

ことに取り組んだ。広報効果として、HPのアクセス数は 48,466（2024 年度）→42,425（2025年度）

と増加はしなかったものの一定のアクセスは確保できた。学部長会議、研究科長会議での事業展開

に応じて逐次報告を行った（出席報告回数 10回）。4月の新任研修における FDに関する講習の機会

を利用した認知度向上に努めた。また、2024年度教育開発・学習支援センター年報としてまとめ発

行して成果を広く情報公開した。 

 

（３）他大学との連携促進と FD情報の収集：全国私立大学 FD 連携フォーラム／大学コンソーシアム京都 FD フォーラムへの参加 

全国私立大学 FD連携フォーラムでは、テーマとなった「内部質保証の実質化」に関して各大学

と情報交換することができた。内部質保証と IR、学生参画との連携、学習成果の可視化とカリキ

ュラムの整合性などの先進的な事例を収集するとともに、本学で今年度より本格的に稼働している

LMSの改善に繋げるために他大学の情報を収集した。 

関東圏 FD連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学）では、「教育の

質保証における学生を対象とした調査の取り組み」と「生成 AIの活用」に関して情報収集でき

た。特に他大学における授業改善アンケートの実施実態、回収率の状況を把握することができた。 
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大学コンソーシアム京都 FDフォーラムでは、本学でも重要な課題となっている AI時代の大学教

育に関する情報を収集した。UeLAフォーラムにおいても、教育工学、教育学の研究者、大学行政

者による生成 AI時代の学びをどのように設計し直すかの議論から今後の本学の取り組みに活かせ

る情報を得た。 

 

（４）学部・教員への報告による活動内容の周知：新任研修における活動紹介／学部長会議・研究科長会議における報告と周知 

学部長会議、研究科長会議での事業案内、実績報告については、事案の重要度に応じて丁寧に説

明することに努めた。L ステゼミについては、2024 年度から引き続き、学部長会議・研究科長会議

の案内に加えて、直接教員宛にメール配信をするなど LF センターからダイレクトに情報発信をす

ることで講師応募者数を高止まりで維持することができた。新任教員研修会、FD教員セミナーとい

った教員とのタッチポイントでは、LFセンターの認知度の向上に向けて役割、実績をアピールした。 

 

 

３ 各ユニット活動報告 
   

（１）教育サポートユニット 

a 授業リフレクションのための学生による授業参観             [巻末資料 1] 

実施授業数：春学期 8授業（教員 7名、博士後期課程学生 1名）、秋学期 8授業（教

員 8名） 

参観登録学生： 53名（春学期 34名、秋学期 19名） 

参観学生： 春学期 24名、秋学期 23名 

b 学生 FDスタッフ活用による FDプロジェクトの実施 

学習サポートユニットと合同 

c FD 教員セミナー3回実施                      [巻末資料 2～4] 

 ・学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.5（参加者数：127名） 

・学習支援システム（WebClass）での剽窃チェックソフト（Turnitin FeedbackStudio） 

の利用について（参加者数：98名） 

・学習支援システム（Hoppii・WebClass）の基本的な使い方（参加者数：204名） 

d Newsletterの発行（7回発行） 

e 学部等教授会への FD研修（11学部 1研究科 1インスティテュート、18回動画視聴） 

新規作成動画 3本（既存作成動画 2本） 

利用学部と回数：経済、国際文化 5、人間環境、情報科学、スポーツ健康、経営 2、

キャリアデザイン、理工 2、連帯社会インスティテュート、現代福祉 2、生命科学、

グローバル教養、イノベーション・マネジメント研究科     

f 教員による授業相互参観 256件 

g FD/SDワークショップ                         [巻末資料5] 

変革期における新たな大学教育の可能性 

教職員参加者数 169名 

h シラバスの点検と改善 

 「授業分類方法」の追加に伴う記載内容の変更 

i 学習支援システム運営委員会の運営（3回実施） 

 

（２）学習サポートユニット 
a  『学習支援ハンドブック』の改訂と発行                [巻末資料 6] 

「単位に関する考え方」および「Haloの活用方法」に関する記事の新規作成 
2026年度版の発行 

b   『T・Aハンドブック』の改訂と発行                  [巻末資料 7] 
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2026年度版の内容検討 
c   学習ステーションの運営（学生スタッフ：春学期 44名、秋学期 40名） 

新入生サポートプログラムの実施（新入生：のべ 848名、サポーター：45名） 
学生企画型プログラムの支援（学習ステーション企画 13 回実施、他団体企画 3回 
実施） 

d  正課学習を支援する正課外活動の充実                 [巻末資料 8] 
Lステゼミの開催（15回、講師応募数 47件） 

e    プレ FDプログラムの実施（今年度修了者 1名）            [巻末資料 9] 
f    プレ FDプログラム修了者リスト登録制度の運用 
 学部・研究科・ILAC/KLACへの情報共有（春 1回 秋 1回 のべ 2回） 

大学院課との大学院生情報交換コミュニティ検討ミーティング（2 回開催、プレ FD
申請見込み学生へのヒアリング 5回） 

g    ピアネット運営委員会の運営 
ピアネット学生スタッフ合同研修会の開催（56名参加） 

h    学習環境改善検討委員会の運営（1回開催） 
i    学生 FDスタッフ活用による学生 FDプロジェクト 

教育サポートユニットと合同開催 

Halo活用事例 6件収集して学習支援ハンドブックに掲載 

 

（３）データ活用推進ユニット 
a  学生に対するデータ収集と活用 

授業改善アンケートの企画・実施と分析             [巻末資料 10] 
（回収率 春学期 16.6％、秋学期 未集計） 
・HP公開（2024年秋学期分 2025年 5月 15日、2025年春学期分 10月 17日） 
生成 AIの利用に関する調査の実施と分析（回収率 1.7％）     [巻末資料 11] 
・学部長会議報告（2026年 1月 29日） 
学習支援システムの使用に関するデータ収集と分析 
・WebClass利用状況（教員の利用率 92.3%） 

b   教員に対するデータの収集と分析                  
 授業運営にかかる支援ニーズの把握 
 ・FD教員セミナー参加者アンケートで実施（13件） 

生成 AIの利用に関する調査の実施と分析（回収率 13.7％）    [巻末資料 11] 
・学部長会議報告（2026年 1月 29日） 
学習支援システムの使用に関するデータ収集と分析（回収率 14.7%）[巻末資料 12] 
・学部長会議報告（2026年 1月 29日） 

c   全学レベルでの FDデータ活用 
  学修成果可視化システム（Halo）のデータ活用方法の検討・案内 
  ・学部単位での活用方法の事例提案の報告 

（３事例、2026年 3月 10日リーダー会議） 
  成績データの GPA/GPCAの時系列・規模別・学部別集計分析 
  ・2024 年度秋学期全学 GP及び授業別 GPCA集計結果の報告（2025年 6月 19日） 

・2025 年度春学期全学 GP及び授業別 GPCA集計結果の報告 
（2025 年 12月 11日） 

成績データ GPA/GPCAの妥当性と活用方法の検討 
 ・リーダー会議内において報告（2026年 3月 10日） 

 
 

４ 学内会議 
 
（１）教育開発支援機構企画委員会 

10回（4/17、5/22、6/12、7/17（メール）、9/18、10/23、11/13（メール）、12/18、1/22、 

3/12） 

（２）ユニット・リーダー会議 

10回（4/7、5/12、6/2、7/7、9/1、10/7、11/4、12/2、1/13、3/10） 
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５ 所属学会・参加団体・外部対応 

 
（１）全国私立大学 FD連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition Forum） 

（41大学加盟）：幹事校 

幹事会・総会・シンポジウム（6/14） 

（２）関東圏 FD連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 

連絡会（9/1） 

（３）大学 eラーニング協議会（UeLA）：監査校 

UeLA幹事会（5/19、7/23、9/18、10/27、11/26、2/2） 

UeLA 2025年度総会・UeLAフォーラム・JADE & UeLA 合同フォーラム（3/4・5） 

 

 

６ その他 
 

大学コンソーシアム京都「第 31回 FD・SDフォーラム」（2/28・3/1）：教職員 3名 

以 上 
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2025 年度 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター ユニット活動報告 

 

＜教育サポートユニット＞ 

 Ⅰ 2025年度活動計画 

 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
秋野喜彦（情報科学部）* 
小堀真知子（グローバル教養学部）** 
末武康弘（現代福祉学部）** 
高見公雄（デザイン工学部） 
土屋貴之（～2025/5/31学務部教育支援課、2025/6/1～学務部学務課） 
寺崎里水（キャリアデザイン学部） 
松岡駿太（リカレント・通信教育センター事務部通信教育部事務課教務担当） 
[事務局] 鍋田純子（～2025/5/31学務部教育支援課教育支援担当、2025/6/1～学務部学務課教育支援 

担当） 
 
２ 活動目的 
授業レベル、学部・研究科レベル、全学レベルそれぞれでの教育支援を行う。 

 
３ 活動計画 
（１）教員への教育支援 

a 授業リフレクションのための学生による授業参観の実施 
（a）教員の応募が少ない状況への対応（とくに専任） 
（b）兼任講師への周知とニーズに応える工夫をする 

 
b FD教員セミナーの実施（生成 AI対応含む） 

（a）3回実施（昨年度は 7月、11月、3月に実施。変更の可能性あり） 
   「ベストティーチャーによる授業運営の工夫」vol.5 

「生成 AIの具体的・実践的な活用」 
「新学習支援システム（WebClass）の活用方法・活用例」 

 
   その他のテーマ案は以下。 
   「障がい学生への合理的配慮」（←昨年度実施のため今年度は実施しない） 
   「著作権」（専門領域の違いによる留意点など） 
   「ハラスメント」（ハラスメント相談室と共同も視野に入れる） 
        
（b）昨年度テーマ 

「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.4」（7月） 
「障害のある学生への合理的配慮と建設的対話－教職員ができること－」（11月） 
「授業における生成 AIツールの活用と対策」（3月） 

 
c 「Newsletter」の発行 

年間 5回（以上）発行予定（6月、7月、10月、12月、3月） 
 ・セミナーに関しての情報発信（3回） 
 ・授業リフレクションのための学生による授業参観、FDプロジェクト、 
  その他から 2 回以上 

 
d アカデミック・サポートサービスの運用及び当該サービスの一層の普及への検討 

普及のため Web掲示板を活用。場合によっては Newsletterの発行を検討。 
 
e FD動画サービスの導入・運用 

全国私立大学 FD 連携フォーラム(JPFF)が提供する「実践的 FDプログラムオンデマンド講義」
を導入・運用する。 
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（２）学部・研究科への教育支援 

a 学部等教授会への FD研修サポートの推進（オンデマンド教材の追加） 
  ・JPFFの動画コンテンツ（***テーマについては要検討）の視聴を促進 
   ・オンデマンド化による FD研修を促進のため動画コンテンツの作成。 

24 年度には、（a）障がいのある学生への合理的配慮について、および（b）大学設置基準
における単位制度と単位についてを作成し各学部教授会にて視聴できるようにした。 

 
 ・他テーマ案 

  (c) 学生問題関連（学生センターに打診を検討） 
(d) ハラスメント関連（ハラスメント相談室に打診を検討） 

 
b 教員による授業相互参観の促進  

各学部の実施状況を取りまとめ共有する。 
 

 
（３）全学レベルでの教育支援 
  a FD/SDワークショップの実施 

（a）1回実施（9月 5日（金）午後予定） 
（b）昨年度テーマ：これからの学校教育が目指すべきもの－主体性と当事者性－ 

 
b シラバスの点検と改善 
  必要に応じてシラバスの点検と改善を実施する。 
 
c 学習支援システム運営委員会の運営 

    年 2回開催予定 
 
d 学習支援システムに関わる教員サポートの実施（研修など） 
  FD教員セミナー以外にセミナー（研修・相談会）を実施する 

以上 
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Ⅱ 2025年度活動実績（報告） 
 
１ 教員への教育支援 
（１）授業リフレクションのための学生による授業参観の実施            [巻末資料 1] 

2025年 5月 24日（土）13:00～14:30 に事前研修を実施した。 
授業参観は以下の通り実施 
 
実施期間  ：春学期  6月 23日（月）～ 7月 23日（水） 
       秋学期 11月 24日（月）～12月 22日（月） 
参観登録学生：53名（春学期 34名、秋学期 19名） 
参観学生  ：春学期 24名 

秋学期 23名 
 実施授業数 ：春学期 8授業（教員 7名、博士後期課程学生 1名） 

秋学期 8授業（教員 8名） 
 

（２）FD教員セミナーの実施（生成 AI 対応含む） 
  以下の日程・内容にて、計３回実施した。 
 

① 2025年度第 1回 FD教員セミナー                     [巻末資料 2] 
   日時  ：2025 年 7月 30日（水）18:00～19:30 

テーマ ：学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.5 
参加者数：127 名 

 
② 2025年度第 2回 FD教員セミナー                     [巻末資料 3] 

   日時  ：2025年 12月 23日（火）18:00～19:30 
テーマ ：学習支援システム（WebClass）での剽窃チェックソフト 

（Turnitin Feedback Studio）の利用について 
   参加者数：98 名 
 

③ 2025年度第 3回 FD教員セミナー                     [巻末資料 4] 
   日時  ：2026年 3月 18日（水）14:30～16:00 
   テーマ ：学習支援システム（Hoppii・WebClass）の基本的な使い方 
   参加者数：204名 
 
（３）「Newsletter」の発行 

2025年度 1号（2025 年 9月 1日） 
2025年度第１回 FD教員セミナー開催報告 
 

2025年度 2号（2025 年 9月 22日） 
 2025年度春学期プレ FDプログラム実施報告 
 
2025年度 3号（2025 年 10月 10日） 

法政大学第 27回 FD・SDワークショップ開催報告 
 

2025年度 4号（2026 年 1月 13日） 
学生 FDスタッフおよび学生 FDプロジェクト開催報告 
 

2025年度 5号（2026 年 1月 22日） 
2025年度第 2回 FD教員セミナー開催報告 
 

2025年度 6号（2026 年 3月 10日） 
2025年度「授業リフレクションのための学生による授業参観」実施報告 
 

2025年度 7号 2026年 3月 31日 
2025年度第 3回 FD教員セミナー開催報告 
 

以上、計 7号発行 
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（４）アカデミック・サポートサービスの運用及び当該サービスの一層の普及への検討 
近年の利用者数の増加に向けて、対象を教員（兼任講師含む）・職員に加え、大学院生まで拡大し、

オンライン実施を導入する等、運用に工夫を試みたが、利用コマ数が激減している状況であること、
また、利用用途が多かった「簡単な英文校閲」は、DeepL等の翻訳ツールや生成 AIツールが代替手
段として利用されていると考えられ、今後も著しい利用者の増加は見込めない。以上により、本サ
ポートサービスは今年度をもって終了とした。 

  
２ 学部・研究科への教育支援 
（１）学部等教授会への FD 研修サポートの推進（オンデマンド教材の追加） 
 全学的な事項についての共通理解・認識を図る目的で実施している教授会 FD・SD研修は、昨年度より
動画コンテンツを提供し、視聴する方法に変更した。昨年度作成した以下①および②に加え、今年度は
③～⑤の 3本のコンテンツを作成・提供した。 
 
2024年度作成コンテンツ 

① 「障がいのある学生への合理的配慮について」（約 20 分） 
② 「大学設置基準における単位制度と単位について」（約 12 分） 

   
2025年度作成コンテンツ 

③ 「多様な学生が安心・安全に学べる授業運営に向けて」（15 分程度） 
④ 「性の多様性に包摂的な大学とは：SOGI ハラスメントを考える」（15 分程度） 
⑤ 「違いを尊重する教育現場とは？レイシャルハラスメントを考える」（15 分程度） 
 

  実施学部／研究科 
① 経済、国際文化、人間環境 
② 国際文化、情報科、スポーツ健康 
③ 経営、国際文化、現代福祉、キャリアデザイン、理工 
④ 経営、国際文化、連帯社会インスティテュート 
⑤ 国際文化、現代福祉、理工、生命科、グローバル教養、イノベーション・マネジメント 

 
（２）教員による授業相互参観の促進 
  実施期間 ：学部により異なる 
  実施授業数：256件 
 
３ 全学レベルでの教育支援 
（１）FD/SDワークショップの実施 
  第 27回 FD・SDワークショップ／教育支援研修（ハイフレックス開催）       [巻末資料 5] 
 日時  ：2025 年 9月 5日（金）13:00～16:00 
 テーマ ：変革期における新たな大学教育の可能性 
 参加者数：169名 
 
（２）シラバスの点検と改善 

2026年度シラバスより、新たに「授業方法分類」を追加することに伴い、「シラバス作成ガイドラ
イン」に当該選択項目を新たに追加し、従来「授業時間外の学習」に記載していた授業分類の記載を
削除することとした。 

 
（１） 学習支援システム運営委員会の運営 

2025年 4月 25日（金）第 1回学習支援システム運営委員会（メール会議） 
2025年 9月 2日（火）第 2回学習支援システム運営委員会 
2026年 3月 11日（火）第 3回学習支援システム運営委員会 
 

 
（４）学習支援システムに関わる教員サポートの実施（研修など） 
   本年度の重点内容として挙げていた本件については、第 3回 FD教員セミナーにおいて、日本デー

タパシフィック社の担当者による学習支援システム（WebClass）の基本的な利用方法に関する研修
を実施した。 

 
以上 
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＜学習サポートユニット＞  

Ⅰ 2025年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
油本真理（法学部） 
荒井弘和（文学部）* 
片上千恵（スポーツ健康学部） 
佐野竜平（現代福祉学部）** 
高橋五月（人間環境学部）** 
土屋貴之（～2025/5/31学務部教育支援課、2025/6/1～学務部学務課） 
平田雄大（大学院事務部大学院課） 
[事務局] ～2025/5/31齊藤光平（学務部教育支援課教育支援担当） 

→2025/6/1～宮崎純佳（教務部市ヶ谷学部事務課共通業務担当） 
 
２ 活動目的 
学習サポートユニットの主たる活動目的は次のとおりである 

（１）学生の主体的な学習の支援に関する教育環境・学習環境の研究及び整備を行うこと 
（２）全学的な教育支援施策、学習支援施策、教育・学習環境整備の企画、提案及び調整を行うこと 

 
３ 活動計画 
 上記目的を達成するために、次の学習支援活動を実施する。 
 
（１）主体的学習のハード・ソフト支援 

a 「学習支援ハンドブック」の内容検討と発行 
（a）2026年度版の内容検討および加筆修正の実施 
（b）利用状況（アクセス数）の把握と今後の活用方法の検討 

 
b 「T・Aハンドブック」の内容検討と発行 

（a）2026年度版の内容確認（必要に応じて修正） 
（b）利用状況（アクセス数）の把握 

 
c 学習ステーションの運営と活用促進 

（a）新入生サポート事業の実施 
（b）学生企画型プログラムの支援 

 
  d 学生 FDスタッフ活用による学生 FDプロジェクトの活性化 
    （a）3キャンパスにおける学生 FDプロジェクトの実施 

（b）学生における Haloの活用事例の収集 
 
  e 学生の主体的な学びにつながる学習環境情報の整理・発信 

    学習支援ハンドブックの改訂 
 

（２）正課外の学習サポート 
a 正課学習を支援する正課外活動の充実（Lステゼミの実施） 

「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い学びの機会」を提供するゼミ企画 
 
b プレ FDプログラムの実施（参加の事前研修の実施検討） 

（a）プレ FDプログラムの運用と情報発信による参加促進 
（b）プレ FDプログラムの修了者インタビューの実施 
（c）プレ FDプログラムとしての Lステゼミの教員参観の促進 
 

c プレ FD修了者のリスト登録制度の運用 
プレ FD プログラムの修了者のリスト化と学部・研究科・ILAC・KLAC への情報提供にかかる事
業スキームの検討 

 
  d プレ FD修了者の情報交換コミュニティの企画検討（大学院課との調整) 
    （a）情報交換コミュニティ参加候補者（プレ FD プログラム 3 企画のうち 1 つだけでも参加し

た大学院生）リストの作成 
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（b）情報交換コミュニティに期待する機能に関する情報収集 
 
（３）学習環境整備の調整 
  a 学習環境改善検討委員会の運営 

  学習環境改善のための支援と整備に向けた意見集約の実施 
 
b ピアネット運営委員会の運営 

（a）ピアネット合同研修会の企画と実施 
 
  c ピア・ラーニングスペースの活用促進 

（a）利用実績の集計 
（b）ピアネット企画での活用促進 

 

以上 
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Ⅱ 2025年度活動実績（報告） 
 
１ 主体的学習のハード・ソフト支援 
（１）「学習支援ハンドブック」の内容検討と発行                   [巻末資料 6] 
・2026年度版の改訂方針を検討し、「単位に関する考え方」および「Haloの活用方法」を新規に作成、 

掲載内容と配置案を確定した。特に「Haloの活用方法」については、各種システム紹介箇所に続けて
掲載し、成績評価箇所にも参照を付す構成とした。 

・学生の Halo 利用実態をハンドブックへ反映する方針のもと、情報収集の場として、学生 FD プロジェ
クトを位置づけた。 

 
（２）「T・Aハンドブック」の内容検討と発行                    [巻末資料 7] 
・2026年度版作成に向けて、委員全員で校正確認を行う体制を整備した。 
 
（３）学習ステーションの運営と活用促進 
・漸減したものの、例年と同水準であった。あらゆる学習施設の利用者が減っていることを考えると、
妥当な利用状況であったと考えられる。 

・学習ステーション学生スタッフに在籍する留学生の大学院生の特性を活かし、留学生向けイベントを
実施できる可能性が話し合われた。 

・シリーズ企画として、学習ステーション学生スタッフが主催する「Lステカフェ」が開講された。 
 
（４）学生 FDスタッフ活用による学生 FDプロジェクトの活性化 
・学生 FDプロジェクトを年度事業の柱として推進し、3キャンパス学部生を対象にオンライン座談会を
実施した。前年の運営課題を踏まえ、事前アンケートを Googleフォームで実施し、回答をもとに論
点を絞って対話を進める運営方法を採用した。振り返りでは、負担軽減のため設問数削減、事前アン
ケートの有効性、学生募集対象の拡大などの改善点を共有した。 

・「Haloの利用」をテーマの一つに設定し、学生がどのように Haloを活用しているのか事例を聞き取
り、学習支援ハンドブックに記載した。 

 
（５）学生の主体的な学びにつながる学習環境情報の整理・発信 
・学生 FDプロジェクトにおいて、学生が推奨する学習スポットを聞き取り、学習支援ハンドブックに
記載した。学習支援ハンドブック改訂において動画リンクの不具合を確認し、対応した。 

 
２ 正課外の学習サポート 
（１）正課学習を支援する正課外活動の充実（Lステゼミの実施）           [巻末資料 8] 
・学習ステーション「Lステゼミ」について、講師募集と運用方針を確認した。春学期・秋学期とも、
例年水準の運用であった。 

・なお、多摩キャンパス所属の学習ステーション学生スタッフから希望があれば、多摩キャンパスでの
Lステゼミ開講を検討する。現時点では、多摩キャンパスの学生スタッフから、多摩キャンパスでの
開講希望は出ていない。 

 
（２）プレ FDプログラムの実施（参加の事前研修の実施検討）             [巻末資料 9] 
・博士後期課程大学院生向けプレ FDプログラムについて、年度当初に実施方針を確認した。春学期の 

申請者 1名については、修了を確認した。 
・在学する全てのプレ FDプログラム修了者に対して、紀要『情報メディア教育研究センター 研究報 

告』への執筆機会を提示することをインセンティブとして共有した。 
 
（３）プレ FD修了者のリスト登録制度の運用 
・プレ FDの参加者を段階的に把握する方針として、プログラムの構成要素のいずれかに参加した大学 
院生を「見込み客」としてリスト化する目標を設定したが、該当者は認められなかった。 
 

（４）プレ FD修了者の情報交換コミュニティの企画検討（大学院課との調整） 
・プレ FDプログラムの修了者 2名に対するインタビューや、大学院生を対象としたヒアリングを踏ま
え、大学院生の交流機会不足を課題として共有し、修了者の意見を聞く場の設置、オンラインを含む
交流や懇親機会の設定を検討課題として整理した。交流会を開催する場合は、小規模開催を基本方針
として確認した。一方で、多忙を理由とする不要意見が併存することも確認された。 

・関連して、来年度に全専攻対象の新規プレ FD科目を設置予定であることが共有され、当該科目がコ
ミュニティとして機能し得る点、周知の必要性が議論された。 
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３ 学習環境整備の調整 
（１）学習環境改善検討委員会の運営 
・学習環境改善のための支援と整備を行うため、3 月 31 日にオンライン会議を開催し、関連部局との意
見交換を行った。 

 
（２）ピアネット運営委員会の運営 
・ピアネット学生スタッフ合同研修会が 1回実施された。振り返りでは、ピアネットの一員であること
を認識できるような内容、もしくは、各部局単位では実施しにくい内容を、研修会のテーマとして取
り上げてはどうかとの意見が出された。 

 
（３）ピア・ラーニングスペースの活用促進 
・利用状況の分析と活用促進策の検討を継続した。具体的には、多摩キャンパスの利用者が少ない現状
認識を共有し、利用目的の把握、学習ステーションの「学びのハブ」化、秋学期のイベント重点化、
学部事務課との定期共有、紹介動画の周知、学生証による入退室管理徹底などの提案が共有された。
また、利用者数が漸減している状況を共有しつつ、対面授業増加に伴うオンライン受講場所需要の減
少可能性や、混雑印象による利用抑制の可能性などの要因を検討した。春のデータ分析時における委
員コメントを受け、実行可能なアイデアは即時に採用された。また、利活用促進の一環として学生セ
ンター（ボランティアセンター）学生スタッフによるパネル展示の実施や盲導犬企画（3/13実施予
定）、学生 FDスタッフによる「学生 FDスタッフが教えるポスター制作教室」が開催された。 

 
以上 
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＜データ活用推進ユニット＞  

Ⅰ 2025年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
尾池秀章（生命科学部） 
大嶋良明（国際文化学部） 
土屋貴之（～2025/5/31学務部教育支援課、2025/6/1～学務部学務課） 
西村健（経済学部） 
橋爪絢子（社会学部）** 
長谷川翔平（経営学部）** 
平野利幸（理工学部）* 
藤原茂之（学務部教育支援課システム担当）（～2025年 5月 30日） 
松本雄大（総長室大学評価室） 
森山祐紀（総長室大学評価室） 
[事務局] ～2025/5/31岩田裕美（学務部教育支援課教育支援担当）、林美和（学務部教育支援課教育 

支援担当）→2025/6/1～鍋田純子（学務部学務課教育支援担当） 
 
２ 活動目的 

各種アンケートの実施等によってデータの収集を行い、FD活動へのフィードバックとなるようデータ
の分析・活用の提案等を行う。 
 

３ 活動計画 
（１）学生に対するデータ収集と活用 

a 授業改善アンケートの企画・実施と分析  
（a）昨年度に実施した「学生による授業改善アンケート」の分析・報告等を行い、必要に応じて 

調査等も行う。 
（b）回答率向上に向けた検討を行う。  

 
b 生成 AIの利用に関する調査の実施と分析  
「生成 AIの利用に関する学生対象調査」の実施・分析・報告等を行う。  

 
c 学習支援システム lms2025 の使用に関するデータの収集と分析 

学習支援システム lms2025の使用に関するデータの分析等をし、一層の活用に向けた提案を 
行う。また、活用事例等を収集するため、必要に応じて調査の実施を検討する。 
 

（２）教員（特に兼任講師）に対するデータの収集と分析 
a 授業運営にかかる支援ニーズの把握  

教員（特に兼任講師）から意見収集する方法を検討・実施し、支援ニーズの掘り起こしを行う。 
 

b 生成 AIの利用に関する調査の実施分析  
「生成 AIの利用に関する教員対象調査」の実施・分析・報告等を行う。  

 
c 学習支援システム lms2025 の使用に関するデータの収集と分析  

学習支援システム lms2025の使用に関するデータの分析等をし、一層の活用に向けた提案を行う。
また、活用事例等を収集するため、必要に応じて調査の実施を検討する。 

 
（３）全学レベルでの FDデータ活用 

a 学修成果可視化システム（Halo）データ活用方法の検討・案内  
Haloの一層の活用に向けて、そのデータ活用方法等の提案を行う。  

 
b 成績データの GPA/GPCAの時系列・規模別・学部別集計分析  

成績データの時系列・規模別・学部別集計分析・報告等を行う。  
 

c 成績データ GPA/GPCAの妥当性と活用方法の検討と案内  
経年の成績データから、これまでの傾向等を仮説を立てて検証し、GPA/GPCAの活用に向けた 
検討を行う。  

以上 
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Ⅱ 2025年度活動実績（報告） 
 
１ 学生に対するデータ収集と活用                         
（１）授業改善アンケートの企画・実施と分析                    [巻末資料 10] 

a 2024 年度秋学期および 2025 年度春学期「学生による授業改善アンケート」の結果を報告した。
また、回答率向上に向けた議論を行い、アンケートの開催時期を検討した。回答率向上もさる
ことながら、授業改善アンケートが始まってから教育環境が変化していることから、改めてア
ンケートの意義を確認する時期にきていると考えられる。 

b 結果はユニット・リーダー会議（第 2回（2025年 5月 12日（月）実施）・第 6回（10月 7日 
（火）実施））了承後、学部長会議で報告の上、同報告書を教育開発・学習支援センターホーム
ページにて公開した。 

 
（２）生成 AI の利用に関する調査の実施と分析                   [巻末資料 11] 

a 同アンケート調査は、ユニット内で質問内容を検討し、全学部生・大学院生を対象として実施
した。 

b 同報告書は教員対象の調査結果とともにユニット内でまとめ、第 9回ユニット・リーダー会議
（2026年 1月 13 日（火）実施）に報告、了承された。 

c 同報告書は学部長会議報告後、教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 
 

（３）学習支援システム lms2025 の使用に関するデータの収集と分析 
a システムの利用状況を調査し、ログイン数、WebClass利用状況などを分析し検討した。学習支 

援システムを導入して最初の年度であるため、昨年度使用していたシステムと比べると操作方
法がわかり難いという声が一部あった。 

 
２ 教員（特に兼任講師）に対するデータの収集と分析 
（１）授業運営にかかる支援ニーズの把握  

a  2025年度第 2回 FD教員セミナー参加者アンケートで実施し、その中で回答した参加者の意見・ 
要望を確認した。 

 
（２）生成 AIの利用に関する調査の実施分析  

a 同アンケート調査は、ユニット内で質問内容を検討し、教員（兼任講師を含む）を対象として実 
施した。 

b 同報告書は学生対象の調査結果とともにユニット内でまとめ、第 9回ユニット・リーダー会議 
（2026年 1月 13日（火）実施）に報告、了承された。 

c 同報告書は学部長会議報告後、教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 
 
（３）学習支援システム lms2025 の使用に関するデータの収集と分析         [巻末資料 12] 

a 同アンケート調査は、ユニット内で質問内容を検討し、教員（兼任講師を含む）を対象として実 
施した。 

b 同報告書（教員）はユニット内でまとめ、第 9回ユニット・リーダー会議（2026年 1月 13日 
（火）実施）に報告、了承された。 

c 同報告書は学部長会議報告後、教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。  
 
３ 全学レベルでの FD データ活用 
（１）学修成果可視化システム（Halo）データ活用方法の検討・案内  
    a  学部学科単位での活用方法について検討し、その活用事例を取りまとめ、提案した。 
 
（２）成績データの GPA/GPCAの時系列・規模別・学部別集計分析 
    a  「2024 年度秋学期全学 GP及び授業別 GPCA集計結果について」および「2025 年度春学期全学 GP

及び授業別 GPCA集計結果について」を報告した。分析では春学期および秋学期の GPの偏りにつ
いては引き続き検討していくこととした。 

 
（３）成績データ GPA/GPCAの妥当性と活用方法の検討と案内  

a 経年の成績データから、これまでの傾向について仮説を立てて検証した。引き続き GPA/GPCA の
活用に向けた検討を行う。 

 
以上 
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巻末資料 

 

１ 授業リフレクションのための学生による授業参観 
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２ 第 1 回 FD 教員セミナー 

「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.5」（2025 年 7 月 30 日） 

 

 

３ 第 2 回 FD 教員セミナー 

 「学習支援システム(WebClass）での剽窃チェックソフト(Turnitin Feedback Studio)の利用について」 

（2025年 12 月 23 日） 
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４ 第 3 回 FD 教員セミナー 

「学習支援システム（Hoppii・WebClass）の基本的な使い方」（2026年 3月 18 日） 

 

 

 

５ 第 27 回 FD・SD ワークショップ 

「変革期における新たな大学教育の可能性」（2025年 9 月 5日） 
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６ 学習支援ハンドブック（抜粋） 
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7 T・A ハンドブック（抜粋） 

     

 

 

8 Lステゼミ 
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9 プレ FDプログラム 
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10 2024 年度秋学期「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 

 

 

2025 年度春学期「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 

 

 

 

 

21



１1 生成 AI ツールの利用に関する教員および学生対象調査（抜粋） 

 

 

 
 

22



１2 LMS の利用に関する教員対象アンケート（抜粋） 
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